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2 0 0 9～2 0 1 0 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会 長：水野太一  幹 事：岩瀬靖宏  ＳＡＡ：永田恵照  会報委員長：小田伊佐浩 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第２０回  通算１１３７回  平成２１年１２月８日（火） 晴 
ゲ ス ト      愛知県立豊川工業高校 竹本禎久学校長  渡邉正昭陸上部監督 
      豊川高校 小林康典学校長  森安彦女子駅伝部監督 
ビジター  （なし） 
出席報告  林博宣委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 11／24修正出席率 

５５名 ４４+７名 ２８名 ５４．９％ ８９．６％ 

司会進行  永田恵照ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  水野太一会長 

こんにちは。先

週の年次総会は、

皆様方のご協力

により無事に終

了することがで

きました。あり

がとうございま

した。私も少し

ばかり肩の荷がおりたようにかんじています。

本日は、豊川工業高校と豊川高校の校長先生

と監督さんにお越し頂いております。後ほど

当クラブの新世代委員会の事業の一つとして、

両校を応援する応援募金の贈呈式を行いたい

と思います。市内の歩道橋や大型店舗などに、

両校の全国駅伝大会出場の横断幕がはられ、

ポスターも各所で見かけ大変盛り上がってい

ます。豊川市民の誇りと感じております。後

ほど両校の監督さんに、全国大会への意気込

みなどをお聞きしたいと思います。よろしく

お願いします。両校のご健闘をお祈り申し上

げます。 

★幹事報告       岩瀬靖宏幹事 

例会臨時変更のお知らせ 
 豊橋南、田原パシフィック、豊川ＲＣ 

★委員会報告 

プログラム委員会（高桑委員長） 
22日例会の送迎バスについて 

親睦委員会（小野親睦委員） 
 クリスマス家族会について 
 

★駅伝応援募金の贈呈 

◎細井新世代副委員長あいさつ 
11 月に行われまし
た、愛知県予選で、

男子は豊川工業高校

が 12年連続で、女子
は豊川学校が 3年連
続で優勝して、両校

が 12月 20日京都都
大路を走ります。豊川で有名なものは、お稲

荷さんと駅伝と言う様になりました。私も今

年、初めて京都に応援へ行こうと思っていま

す。大変楽しみにしております。最近は、新

型インフルエンザが大流行しておりますので、

くれぐれも体調には十分気をつけて頂き、当

日は全力で頑張って頂きたいと思います。 
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◎応援支援金の贈呈 

 
◎ごあいさつ 竹本禎久豊川工業高校学校長 
こんにちは。ただ

今は、心温まる応

援金を頂きまして

ありがとうござい

ます。大切に使わ

せて頂きたいと思

います。日頃から

本校の教育活動に対しましてご支援、ご協力

を頂きまして心から御礼申し上げます。本日

はこのような席にお招き頂きまして感謝申し

上げます。そして、今年、世の中大変厳しい

中で、本校の就職戦線は、お陰さまで就職希

望者が 100％内定しました。これも皆様方の
お陰です。ありがとうございました。 
 この一年で本校が大きく変わったこと、変

わっていくことを紹介させて頂きます。 
まず、生徒の募集方法が変わりました。一

括募集という形で、今までのような電気科や

機械科とか関係なく一括募集します。現在の

1 年生は、電気、機械、コンピューターなど
全員同じ勉強をしています。これは、この地

域に必ず根ざしていく部分の基礎になると考

えています。 
二つ目は、これから変わっていくこととし

て、本校の生徒の卒業後の進路は、7：3で 70％
が就職です。就職ついては勿論力を入れて指

導をしておりますが、現在の経済状況の中で

進学希望が増えておりますので、2 年生で進
学クラスを作る予定です。大学に入ってから

苦労しないように、基礎・基本を学ばせ、や

がては地元の豊橋技術科学大学や静岡大学に

も送りたいとも考えています。大学進学者の

中には、いずれ教員として戻ってくる子もあ

ると思いますので、そのためにも基礎・基本

が必要であると考えまして、来年度より実施

していきます。 
 三つ目は、部活動が大変活発になって参り

ました。運動部は 14部あり、そのうち本年は
12部活動が県大会以上に進んでいます。やは
り陸上部が頑張ってくれたお陰で、長い時間

掛けてこのような形になったと思います。そ

ういった意味で良い方向に向っています。 
 四つ目に、陸上部が 11月に知多で行なわれ
た駅伝の県予選で 12 年連続の栄冠を勝ち取
ることが出来ました。これも、皆様方の応援

のお陰だと思います。その喜びもそうですが、

表に出ていない事を皆様にお伝えをさせて頂

きます。県予選が行われる 1週間前に、陸上
部全員は、知多のコース周辺でゴミ拾いに行

っています。10数年続けていることです。こ
れが教育だと思います。やはり学校というと

ころは、教育をする場でありますので、部活

動を通じて教育を行っています。最近は、運

動部の子が朝練習に落ち葉拾いを積極的に行

っています。勝ち負けだけでなく、心も磨い

てくれる、本校の教育目標に近づいている事

を嬉しく思います。 
 12 月 20 日は、本校の代表として、豊川市
の代表として、誇りを持って胸を張って全力

で走ってくれると信じています。どうぞ応援

よろしくお願いします。 
 
◎ごあいさつ     渡邉正昭陸上部監督 
皆様、こんにち

は。本日は、こ

のような会に参

加させて頂きま

して誠にありが

とうございます。

日頃は、生徒

共々大変にお世話になっております。ありが

とうございます。 
 先ほどは、心温まるお志を頂きまして、本

当にありがとうございました。全国大会に向

けて、チーム一丸となって頑張っていきたい

と思っております。 
 12月 5日に、愛知県の市町村駅伝が行われ
ました。毎年、新城市と豊川市の応援に行っ

ています。結果は豊川市は 6位でした。他の
市が力を入れている中で、この豊川市も頑張

ったと思います。本校の 1年生の豊川東部中
学校出身の小山裕太がが頑張ってくれました。

非常に良いレース展開をして、6 位入賞に貢



 49 

献出来たのではないかと思います。この子が、

全国高校駅伝をたぶんアンカーで走ってくれ

ると思いますが、地元の子が入賞してゴール

テープを切ってくれることを期待をしていま

す。皆様方の想いがタスキに込められるよう

に、子ども達にも伝えていきたいと思います。 
 12年間、このような場でご挨拶をさせて頂
いて、皆様方からたくさんのご支援を頂きま

して今があると思っています。この気持ちを

忘れないように、京都に行っても、愛知県の

代表でもありますが、豊川市の代表として戦

ってきたいと思います。応援よろしくお願い

します。今日はありがとうございました。 
 

 
◎ごあいさつ   小林康典豊川高校学校長 
昨年に引き続きま

して、お招き頂き

ましてありがとう

ございます。先ほ

どは、応援金を賜

りまして、チーム

のために使わせて

頂きます。 
 昨年は全国優勝させて頂き、表彰式の会場

で表彰状等が並んでいるのを見ていました。

その時には、優勝という実感がなかったので

すが、会場の上に「優勝・豊川高等学校」と

見たときに、今まで経験したことのない感動

が湧き上がるような感じでした。そして、地

元に帰ってきて、本当に地域の皆様に喜んで

頂きまして良かったと思いました。 
 子ども達が取り組む大会ですので、結果は

どうなるかわかりませんが、子ども達は一生

懸命頑張ってくれると思います。子ども達が

頑張る姿を地域の皆様に見て頂けること、こ

れこそが学園にとっての財産になると思いま

す。是非とも応援をして頂ければと思います。 
 本校も 80周年を過ぎ、これからどのように

地域に愛され支持される学校になるか、とい

うことで一生懸命に取り組んでおります。ま

ず挨拶の出来る子どもを育てていきたいと考

えております。現在 1500名程の生徒がおり、
本当に賑やかです。毎朝、校門で生徒と挨拶

を交わし、夕方、部活動の様子を見て廻るわ

けですが、生徒の笑顔を見ると本当に良いな

と思います。学校ですので、様々な問題があ

りますが、一つ一つ部活動などの明るいニュ

ースを皆様に提供しながら、一歩一歩進んで

行きたいと考えております。今後ともご支援

頂ければ本当に有り難いと思います。ありが

とうございました。 
 
◎ごあいさつ    森安彦女子駅伝部監督 
こんにちは。本

日は、このよう

な席を設けて頂

きましてありが

とうございます。

そして、昨年に

引き続き、過大

なるご支援を頂きまして本当にありがとうご

ざいます。 
昨年に引き続き、優勝が出来るように、こ

の一年間をやってきました。ここ 2週間程前、
生徒たちが少しプレッシャーに負けそうな時

がありました。ぜんぜん調子が上がって来な

かったので、私が一言「昨年の優勝は忘れた

方がいいんじゃないか」と声を掛けました。

そうしましたら、生徒たちがその言葉を日誌

に書いてきました。それから、なぜか調子が

上がってきました。昨年は、全国大会の前は

調子がずれていたので、今年は試行錯誤をし

まして、この時期に来て何とか上がってきま

したので、皆さんの期待にこたえれるように、

2 連覇目指して頑張ってきたいと思います。
ご声援をよろしくお願いします。 
 

★ニコニコボックス 

◎その他 
 滝下 勲会員 誕生日を祝って頂き 
 大岩一仁会員 入会記念日を祝って頂き 
 波多野四郎会員 〃 
 細井 勉会員 いろいろ祝って頂き 
 
会報担当者：小田伊佐浩会員、鈴木啓仁会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


